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 論文審査の結果の要旨
 カルボラン化合物は安定な有機ホウ素化合物として重要である。その応用は癌などに対するホウ素中性
 子捕捉療法のためのホウ素キャリア化合物として,あるいは耐熱性ポリマーなどの新規な材料として研究
 がおこなわれているが,その合成例は必ずしも多くなく,合成化学の貢献が多いに期待されているところ
 である。
 申請者はカルボラン誘導体をホウ素中性子捕捉療法のためのホウ素キャリアとして利用する際に大きな
 障害となる,カルボラン部分に起因する疎水性の高さを軽減するアプローチとして二つの対照的な試みを
 行った。その一つは,カスケード型ポリオールを用いた段階的な水溶性向上を指向したカルボラニルアジ
 リジン誘導体の合成である。これらの誘導体は培養細胞を用いた評価系において,水溶性の向上・細胞毒
 性の低下・高い細胞内への取り込みを達成することが示された。もう一つは,プロドラッグードラッグ系
 を用いた,生体内においてホウ素キャリア分子の極性をいちどに変換するものである。この概念のもとに
 設計されたアセタールグリコシドーカルボラン誘導体の合成に成功し,その評価を試みた。
 また,カルボラン誘導体の材料化学における応用につながるアリールカルボラン類の新規な合成法とし
 て,共役エンインと共役ジインの交差ベンゼン環化反応による方法を検討した。この環化反応としては初
 めての化学種選択的な反応系を見いだし,基質の立体化学の検討によってその反応機構について重要な知
 見を得た。カルボランをこの環化反応の基質に結合する位置の選択によって,望むアリールカルボラン誘
 導体が得られることを示した。これらのカルボラン誘導体は棒状の有機分子として構造化学における応用
 が可能である。
 以上の論文は博士論文として適当であり,貞頼直樹が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
 と学識を有することを示している。よって貞頼直樹提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認
 める。
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